





































































































































































































































































































































項目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ M（SD）
Ⅰ 同一化的動機づけ
20 自分の視野を広め、人生経験を豊かにしたいから .87 ‒.36 .00 ‒.06 4.11（1.08）
21 自分の将来の成功と結ぶつくから .83 .00 ‒.13 ‒.03 3.92（1.14）
27 自分の将来の夢をかなえるため .78 ‒.09 .02 .13 3.77（1.24）
25 知識を増やしたいと思うから .76 ‒.02 .01 ‒.10 3.78（1.18）
17 外国の文化、知識を学びたいから .63 .18 .00 ‒.09 3.56（1.26）
26 留学したほうが得だと思うから .61 ‒.03 .16 .22 3.57（1.22）
18 専門的な知識を勉強をしたいから .60 .15 ‒.07 ‒.05 3.55（1.24）
19 海外の学位をとりたいから .56 .09 .02 .13 3.45（1.32）
Ⅱ 取り入れ的動機づけ
7 外国語を学ばないと不安だから ‒.13 .71 ‒.04 .23 2.46（1.33）
16 日本語を学びたいから .18 .61 .01 ‒.26 3.44（1.28）
28 日本語の1級を取るために必要だから ‒.02 .60 ‒.05 .11 2.87（1.47）
3 外国語を喋らないと恥ずかしいから ‒.22 .57 .06 .11 2.45（1.29）
22 自分の外国語力を上げたいから .29 .52 ‒.05 ‒.20 3.68（1.26）
2 外国語を覚えなければならないものだから .08 .51 ‒.05 .00 3.27（1.29）
Ⅲ 内発的動機づけ
12 留学というものは楽しいから ‒.14 .02 .94 ‒.13 3.16（1.28）
13 外国での生活することが面白そうだから .18 ‒.09 .68 .10 3.21（1.25）
11 外国での勉強は楽しいから .04 .05 .68 ‒.12 2.99（1.28）
Ⅳ 外的動機づけ
6 留学ブームで、みんなが行くから .00 .26 ‒.03 .63 2.33（1.27）
5 友人（恋人）が留学したから、私も留学したい ‒.11 .08 .10 .47 2.25（1.38）
8 自分が行きたいかどうかではなく，周りの人に影響されたから .03 .07 ‒.09 .46 2.47（1.31）
4 両親、家族に留学をしなさいと進められたから .14 ‒.03 ‒.10 .45 2.71（1.39）
Ⅴ 剰余項目（7項目）
15 就職に役に立つと思ったから .36 .23 .10 .01 3.47（1.32）
14 留学したかったから .36 .06 .27 .12 3.39（1.38）
23 外国の大学（大学院）進学のための勉強をしたいと思ったから .26 .39 .04 ‒.03 3.35（1.36）
10 母国では知識や外国語力が足りなかったから .27 .35 .03 ‒.11 3.26（1.36）
9 留学しないと就職するとき不利だから .19 .34 .03 .32 2.63（1.32）
1 若者は留学に行くものだから .15 .27 .04 .15 2.94（1.30）
24 将来、日本に残って仕事したい .18 .25 .12 ‒.04 3.08（1.25）
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
Ⅱ .55
Ⅲ .49 .52

























項目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ M（SD）
Ⅰ 同一化的動機づけ
15 知識を増やしたいと思うから .93 ‒.13 ‒.06 ‒.01 3.83（1.18）
10 勉強内容が将来に役に立つと思うから .82 ‒.06 ‒.08 ‒.04 3.77（1.19）
13 自分のためになると思うから .74 .10 ‒.16 ‒.11 4.03（1.06）
11 希望する職業に必要だから .65 .01 .09 .00 3.64（1.24）
12 勉強するべき大切な内容だから .64 .10 .08 .02 3.68（1.16）
16 今、勉強しておかないと後で困るから .57 ‒.01 .17 .05 3.74（1.20）
14 日本の生活に慣れるために必要があるから .53 .18 ‒.03 .05 3.46（1.26）
Ⅱ 取り入れ的動機づけ
5 よい成績をとりたいから ‒.08 .92 ‒.06 ‒.09 3.60（1.27）
6 よい大学に入りたいから ‒.03 .80 .03 ‒.02 3.50（1.27）
7 学生なので、勉強するのがあたり前だから .14 .50 .16 .05 3.43（1.28）
9 奨学金をもらいたいから .13 .47 .05 .01 3.20（1.35）
8 勉強しないと、不安だから .09 .42 .09 .06 3.18（1.32）
Ⅲ 内発的動機づけ
18 勉強することが楽しいから ‒.14 .11 .90 ‒.05 3.22（1.23）
17 授業の内容が楽しいから ‒.02 ‒.08 .87 .03 3.12（1.22）
19 新しい知識を得るのが楽しいから .41 .01 .45 ‒.02 3.67（1.16）
20 難しいことを挑戦するのが好きだから .23 .05 .42 .02 3.50（1.20）
Ⅳ 外的動機づけ
2 外国語を覚えなければならないものだから .05 ‒.13 .00 .96 2.99（1.30）
1 勉強をしないと教師に言われるから ‒.12 ‒.09 .15 .67 2.70（1.25）
3 周りの人たちが勉強しているから ‒.04 .15 ‒.13 .62 3.45（1.23）
4 成績が悪いと、恥ずかしいから .06 .40 ‒.13 .46 2.84（1.38）
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
Ⅱ .60
Ⅲ .58 .46




Table 3  各変数の基本統計量（N＝307）
























取り入れ .30 ** .46 **
外的 ‒.03 .12 * .10
留学生学習動機づけ
内発 .45 ** .50 ** .30 ** ‒.01
同一化 .25 ** .42 ** .24 ** ‒.19 ** .60 **
取り入れ .31 ** .45 ** .28 ** .06 .51 ** .59 **





























































 学習の精神状態 学習の指導 経済的側面 学生生活 身体面の健康
自律的留学動機づけ
内発 .28 ** .17 ** .06 .02 .02 .14 *
同一化 .22 ** .04 .09 ‒.06 .02 .01
取り入れ .01 ‒.14 * ‒.17 ** ‒.12 * ‒.12 * ‒.12 *
外的 ‒.18 ** ‒.23 ** ‒.22 ** ‒.23 ** ‒.29 ** ‒.18 **
留学生学習動機づけ
内発 .23 ** .14 * .00 ‒.06 .00 .00
同一化 .18 ** .11 .16 ** .02 .09 .08
取り入れ .08 .01 .02 ‒.08 ‒.11 .01




















































応が促進されるという（Kasser & Ryan, 1999; 









 学習の精神状態 学習の指導 経済的側面 学生生活 身体面の健康
留学・学習内発 .33 ** .33 ** .04 .07 .12 .10
留学・学習同一化 ‒.03 ‒.14 .10 ‒.04 ‒.03 .00
留学取り入れ ‒.04 ‒.17 ** ‒.19 ** ‒.10 ‒.12 † ‒.11
学習取り入れ .03 .02 .01 ‒.07 ‒.07 ‒.01
留学外的 ‒.10 ‒.16 * ‒.12 † ‒.19 ** ‒.17 ** ‒.14 *
学習外的 ‒.18 * ‒.13 † ‒.08 .03 ‒.16 * ‒.02
滞在期間 .14 * .13 * ‒.03 .09 .11 † .03
日本語能力 .10 .07 .10 † .10 .16 ** .03





































































































Deci, E.L & Ryan, R.M. （1985）. Intrinsic motivation 
and self-determination in human behavior. New 
York: Plenum．
Hayamizu, T. （1997）. Between intrinsic and extrinsic 
motivation: Examintion of reasons for academic 
study based on the theory of internalization. 
Japanese Psychological Research, 39, 98─108．


















Kisser, V. & Ryan ,R.M （1999）. The relation of 
psychological needs for autonomy and relatedness 
to vitality, well-being, and mortality in nursing 











Ryan, R.M. & Deci, E.L （2000）. self-determination 
theory and the facilitation of Intrinsicmotivation, 
socialdevelopment, andwell-being. American 
Psychologist, 55, 68 ─78．
Ryan, R.M., Rigby, S. & King, K. （1993）. Two types 
of religious internalization and their relation to 
religious orientations and mental health. Journal 



































The effects of autonomous motivation on well-being and 
adaptation of Chinese students in Japan
Hongyan Tan Mejiro University, Graduate School of Psychology
Tsutomu Watanabe Mejiro University, Faculty of Human Sciences
Hiroyuki Konno Mejiro University, Faculty of Human Sciences
Mejiro Journal of Psychology, 2010 vol.6
【Abstract】
  The purpose of the present study was to examine effects of motivation on cultural 
adjustments （well-being, adaptation to the learning and action） of Chinese students in Japan, 
in the framework of self-determination theory. Chinese students （N=307） answered a 
questionnaire. The results showed that high autonomous motivation of Chinese students in 
Japan related to high level of well-being and adaptation to the learning and action. On the 
other hand, low autonomous motivation of Chinese students in Japan was negatively 
correlated with well-being and adaptation to the learning and action. The implications for 
helping these students were discussed.
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